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関心のある方であれば一度は聞いたことがある企業の CSR（Corporate Social Responsibility＝











3 たとえば Rodrik D. (2007) Industrial policy for the twenty-first century, in Rodrik D., One economics, many recipes, 
Globalisation, institutions, and economic growth, Princeton: Princeton University Press 
 http://www.ide.go.jp 







































                                                   
4 https://www.gov.uk/government/speeches/smart-aid-why-its-all-about-jobs  
5 Research Councils UK http://www.rcuk.ac.uk/  
 http://www.ide.go.jp 





















この点を補完するのが、このBusiness and Development Centreの設立記念イベントを後援し、


















                                                   
6 http://businessfightspoverty.org/  
 http://www.ide.go.jp 
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4 
このサービスが将来的に開発に関わるビジネスについての多くの知見やケースを蓄積していくに
つれて、IDSはここから多くの知見を得ることが出来るというわけです。つまりIDSは既に述べた
とおり学術研究の分野で既存の強固なネットワークを有しており、また英国政府ならびにDFID
とは密接な関係を有していることから、Business Fights Povertyとのアライアンスによって英国
の主要な多国籍企業を中心とした民間企業ならびに世界各地で活動する企業家とを結節するネッ
トワークを手にすれば、非常にその強みを増すこととなります。 
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